
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

２０２５年１２月２５日(木) 

２４００号 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

「
政
府
の
行
為
に
よ
り
再
び
戦
争

の
惨
禍
が
起
き
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
決
意
」
し
た
は
ず
の
日
本
。

雲
行
き
が
怪
し
く
な
り
久
し
い
で

す
が
、
昨
年
秋
の
高
市
政
権
誕
生

で
、
一
層
「
存
立
危
機
事
態
」
だ

「
軍
事
費
拡
大
前
倒
し
」
だ
と
、

勇
ま
し
い
論
調
が
幅
を
利
か
し
て

い
ま
す
。
立
憲
主
義
・
民
主
主
義
・

法
の
支
配
・
地
方
自
治
が
な
し
崩

し
的
に
崩
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

 

で
も
決
し
て
諦
め
ま
い
。
歩
み

を
止
め
ま
い
。
過
去
幾
多
の
試
練

に
耐
え
た
先
達
の
た
た
か
い
の
教

訓
と
歴
史
に
学
び
、
「
不
断
の
努

力
」
で
団
結
し
て
前
に
進
み
ま
し

ょ
う
。 

今
年
９
月
で
大
阪
平
和
委
員
会

は
設
立
７０
周
年
の
節
目
を
迎
え

ま
す
。
真
の
意
味
で
大
阪
平
和
の

出
番
の
年
で
す
。 

私
た
ち
の
生
き
方
の
指
針
は
日

本
国
憲
法
で
す
。
だ
か
ら
何
度
で

も
繰
り
返
し
言
い
ま
す
。
日
本
国

憲
法
を
日
々
の
暮
ら
し
に
活
か
す

こ
と
。
そ
し
て
沖
縄
を
、
日
本
を

再
び
戦
場
に
し
な
い
こ
と
、
辺
野

古
新
基
地
建
設
は
絶
対
阻
止
す
る

こ
と
。
今
年
も
私
の
目
標
は
こ
れ

で
す
。
平
和
の
仲
間
を
心
よ
り
信

じ
て
。 

 

    

 

１
２
月
１
５
日 

今
年
最
後
の
沖

縄
連
帯
行
動
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
う
た
ご
え
協
議
会
、
平
和
遺

族
会
、
天
王
寺
、
旭
区
、
東
大
阪

か
ら
１７
人
の
参
加
で
、
沖
縄
ち
ば

り
よ
合
唱
団
の
歌
に
あ
わ
せ
て
元

気
に
署
名
の
訴
え
を
し
ま
し
た
。

「
沖
縄
を
戦
争
の
最
前
線
に
し
な

い
、
高
市
首
相
の
台
湾
有
事
発
言

は
許
さ
な
い
」
の
訴
え
に
、
足
を

止
め
て
署
名
に
応
え
て
く
れ
る

人
、
ブ
ロ
ン
ド
髪
の
男
子
中
学
生

も
快
く
署
名
し
て
く
れ
ま
し
た
。

名
護
市
長
選
挙
の
お
な
が
ク
ミ
コ

さ
ん
必
勝
の
寄
せ
書
き
と
、
２１
筆

の
署
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

 沖
縄
連
帯
行
動 

月

日

名
で
実
施 

 
 

 
 

上
本
町
交
差
点 

 

１２
月
６
日
、
上
本
町
交
差
点
で

６
・
９
行
動
を
行
い
ま
し
た
。
参

加
者
は
１８
人
で
２１
筆
の
署
名
へ

の
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。
１
２
月

８
日
の
開
戦
日
の
赤
紙
ビ
ラ
も
配

布
し
ま
し
た
。 

「
非
核
三
原
則
を
堅
持
せ
よ
」

「
若
者
を
赤
紙
１
枚
で
戦
地
に
送

ら
な
い
」
「
日
本
政
府
は
核
兵
器

禁
止
条
約
に
参
加
せ
よ
」
と
署
名

へ
の
協
力
を
訴
え
ま
し
た
。 

日
本
国
憲
法
を
日
々
の
暮
ら
し
に
活
か
す
こ
と 

沖
縄
を
、
日
本
を
再
び
戦
場
に
し
な
い 

大
阪
平
和
委
員
会
会
長 

西 

晃 

 

１１
月
２８
日
、
奈
良
県
平
和
委
員

会
の
呼
び
か
け
で
、
大
阪
・
天
王

寺
平
和
委
員
会
と
交
流
会
が
、
真

田
山
陸
軍
墓
地
で
ひ
ら
か
れ
、
１６

名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

天
王
寺
九
条
の
会
の
森
田
敏
彦

さ
ん
に
真
田
山
陸
軍
墓
地
ガ
イ
ド

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

真
田
山
陸
軍
墓
地
は
明
治
４
年

（
１８７１
年
）
、
大
阪
に
陸
軍
が
設
置

さ
れ
た
際
、
日
本
最
初
の
埋
葬
地

と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

 

墓
地
に
は
陸
軍
創
設
期
に
亡
く

な
っ
た
兵
士
の
墓
の
ほ
か
、
西
南

戦
争
や
日
清
・
日
露
戦
争
に
関
っ

た
戦
病
死
し
た
将
兵
の
墓
が
あ
り

ま
す
。
戦
死
者
だ
け
で
な
く
、
兵

役
従
事
中
の
平
時
の
病
死
者
や
事

故
死
者
も
埋
葬
さ
れ
て
い
ま
す
。

歯
痕
総
数
は5299

基
以
上
あ
り
、

戦
死
者
が
急
増
し
た
日
露
戦
争
以

降
は
合
葬
墓
や
納
骨
堂
が
建
立
さ

れ
て
い
ま
す
。
墓
域
は
死
亡
後
も

階
級
に
規
制
さ
れ
て
お
り
、
軍
役

夫
、
兵
卒
、
下
士
、
将
校
の
墓
碑

が
区
画
ご
と
に
ま
と
ま
っ
て
い
ま

す
。
軍
役
夫
の
区
画
に
は
、
日
清

戦
争
と
第
一
次
世
界
大
戦
で
そ
れ

ぞ
れ
日
本
軍
の
捕
虜
と
な
っ
た
清

国
兵
、
ド
イ
ツ
兵
の
墓
碑
も
あ
り

ま
す
。 

 

ま
た
、終
戦
の1

9
4

5

年8

月

1
5

日
、
の
本
の
都
市
空
襲
に
作

歌
し
て
捕
虜
に
な
っ
た
米
国
軍
人

約5
0

名
が
、
裁
判
も
な
い
ま
ま

処
刑
さ
れ
、
大
阪
で
も4

7

名
が

処
刑
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
場
所
と

な
っ
た
一
つ
に
、
こ
の
真
田
山
陸

軍
墓
地
が
あ
り
あ
す
。
捕
虜
処
刑

は
憲
兵
の
忖
度
で
実
施
さ
れ
た
事

件
を
大
阪
憲
兵
隊
事
件
と
し
て
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
1

時
間
く
ら
い
で
、
全
体
を
説

明
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
戦
死
者
へ
の
主
に
は
せ

な
が
ら
戦
争
は
ぜ
っ
た
い
に
し
て

は
な
ら
な
い
と
決
意
を
新
た
に
す

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 奈
良
県
平
和
委
員
会
と
の
交
流 

真
田
山
陸
軍
墓
地 

歴
史
散
策 

 

 

１１
月
２８
日 

１６
名
参
加 

 
 

 
 

墓
の
総
数
は
５２９９
基
以
上
あ
り
、
戦

死
者
が
急
増
し
た
日
露
戦
争
以
降

は
合
葬
墓
や
納
骨
堂
が
建
立
さ
れ

て
い
ま
す
。
墓
域
は
死
亡
後
も
階

級
に
規
制
さ
れ
て
お
り
、
軍
役
夫
、

兵
卒
、
下
士
、
将
校
の
墓
碑
が
区

画
ご
と
に
ま
と
ま
っ
て
い
ま
す
。

軍
役
夫
の
区
画
に
は
、
日
清
戦
争

と
第
一
次
世
界
大
戦
で
日
本
軍
の

捕
虜
と
な
っ
た
清
国
兵
、
ド
イ
ツ

兵
の
墓
碑
も
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
終
戦
の
１９４５
年
８
月
１５

日
、
日
本
の
都
市
空
襲
に
参
加
し

て
捕
虜
に
な
っ
た
米
国
軍
人
約

５０
人
が
、
裁
判
も
な
い
ま
ま
処

刑
、
大
阪
で
も
４７
名
が
処
刑
さ
れ

ま
し
た
。
処
刑
地
の
一
つ
に
、
真

田
山
陸
軍
墓
地
が
あ
り
ま
す
。
捕

虜
処
刑
は
憲
兵
の
忖
度
で
実
施
さ

れ
た
事
件
を
大
阪
憲
兵
隊
事
件
と

し
て
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

１
時
間
く
ら
い
で
、
全
体
を
説

明
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
戦
死
者
へ
の
思
い
を
は

せ
な
が
ら
戦
争
は
ぜ
っ
た
い
に
し

て
は
な
ら
な
い
と
決
意
を
新
た
に

す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

陸
軍
墓
地
見
学
後
、
鶴
橋
駅
ち

か
く
の
韓
国
料
理
店
で
、
８
名
で

交
流
し
ま
し
た
。 

 

２５
回
目
と
な
る
ア
メ
リ
カ
領
事

館
前
で
抗
議
行
動
を
１１
月
２６
日
、

行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
７
人
で

し
た
。「
ア
メ
リ
カ
の
仲
介
に
よ
る

停
戦
合
意
後
も
イ
ス
ラ
エ
ル
は
ガ

ザ
へ
攻
撃
を
続
け
て
い
る
。
ア
メ

リ
カ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
し
て
停

戦
を
守
れ
と
強
く
指
導
す
る
べ

き
」、
「
ア
メ
リ
カ
が
す
べ
き
は
、」

「
必
要
な
の
は
人
道
支
援
」
と
訴

え
ま
し
た
。 

        第 25回 

アメリカ領事館前行動 

11 月 26日７人参加 

６
．
９
行
動
・
赤
紙
配
り 

１２
月
９
日 

上
六
交
差
点 

１８
人
が
参
加 
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       【1 月の行事案内】 

６日(土)6.9 行動 12：00～上本町六丁目交差点 

７日(水)第 3回理事会 18：00～ 

９日(金)憲法会議新春宣伝 12：15～ 南森町駅 

15日(木)沖縄連帯行動 12：00～上本町六丁目交差点 

24日(土)～25日(日) 関西原水協学校  兵庫県須磨 

 終了後、神戸港見学のオプショナルツアーあり 

30日(金)連続講座ジェンダー平等と平和 18：30～ 

    「排外主義と性差別の構造を問う」 

31日(土)公害環境デー 13：30～大阪民医連 

冒
頭
に
池
田
照
仁
会
長
が
「
ひ

ど
い
状
況
に
な
っ
て
き
た
。
高
市

発
言
は
明
ら
か
に
中
国
を
敵
視
し

た
も
の
だ
。
世
論
調
査
で
、
高
市

さ
ん
が
“
戦
争
”
に
賛
成
す
る
と

答
え
た
人
は
４０
数
％
、
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
た
。
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
が

わ
か
っ
て
い
な
い
。
高
市
氏
を
持

ち
上
げ
る
マ
ス
コ
ミ
や
風
潮
に
危

機
感
を
感
じ
る
。
八
尾
に
も
駐
屯

地
が
あ
り
、
戦
争
へ
の
動
き
が
強

ま
る
中
、
ま
す
ま
す
平
和
委
員
会

の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
。」
と
あ

い
さ
つ
。 

こ
の
「
１
年
間
の
八
尾
平
和
の

歩
み
」
を
映
像
で
見
て
も
ら
い
、

八
尾
で
の
軍
拡
の
動
き
と
「
わ
が

ま
ち
を
戦
争
の
拠
点
に
し
な
い
」

た
め
の
課
題
と
方
針
に
つ
い
て
、

佐
藤
啓
二
事
務
局
長
か
ら
報
告
。

河
内
へ
い
わ
館
の
維
持
の
た
め
の

財
政
活
動
含
む
会
計
報
告
と
青
年

の
新
し
い
理
事
を
迎
え
た
新
役
員

９
人
を
選
出
し
ま
し
た
。 

午
前
中
、
八
尾
駐
屯
地
エ
ア
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
視
察
に
参
加

し
て
き
た
大
阪
平
和
委
員
会
の
亀

井
明
子
事
務
局
長
と
、
田
中
裕
子

八
尾
市
議
会
議
員
に
来
賓
の
あ
い

さ
つ
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

様
々
な
会
議
な
ど
が
重
な
り
、

参
加
人
数
が
例
年
に
な
く
少
な
く

１５
人
で
し
た
が
、
高
校
生
に
な
っ

た
Ｙ
Ｕ
君(

平
和
新
聞
読
者)

が
参

加
し
て
く
れ
て
、
そ
の
発
言
に

「
成
長
し
た
な
！
」
と
み
ん
な
び

っ
く
り
。
刺
激
の
あ
る
、
と
て
も

い
い
総
会
に
な
り
ま
し
た
。 

※
写
真
は
、
会
場
の
プ
リ
ズ
ム

ホ
ー
ル
に
き
れ
い
な
夕
陽
が
移
っ

て
い
た
の
で
、
Ｙ
Ｕ
君
と
と
も
に

パ
チ
リ
。 

       

八
尾
平
和
委
員
会
定
期
総
会 

 
 

１２
月
７
日 

１５
人
参
加 

西
淀
川
平
和
委
員
会 

第
１３
回
総
会 

１２
月
１２
日 

３８
人
参
加 

 

１２
月
１２
日
夜
、
の
ざ
と
診
療

所
の
３
階
会
議
室
を
お
借
り
し

て
、
定
例
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

穐
久
会
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
の

後
、
中
村
事
務
局
長
が
パ
ワ
ポ
で

１０
月
２５
日
～
２６
日
の
愛
知
で
の

平
和
大
会
の
報
告
を
行
な
い
、
一

緒
に
行
っ
た
三
宅
さ
ん
も
一
言
感

想
を
述
べ
ま
し
た
。 

穐
久
会
長
は
「
高
市
内
閣
に
な

り
、
台
湾
有
事
発
言
が
問
題
に
な

る
も
中
国
に
妥
協
し
て
い
な
い
と

支
持
率
が
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
安

倍
で
す
ら
言
え
な
か
っ
た
こ
と
を

言
っ
て
し
ま
っ
た
。
戦
後
８０
年
、

戦
争
を
し
て
き
た
の
は
全
て
ア
メ

リ
カ
だ
。
若
い
人
た
ち
に
も
参
加

し
て
も
ら
っ
て
、
歴
史
を
振
り
返

っ
て
み
る
た
め
に
も
、
山
本
宣
治

を
描
い
た
「
武
器
な
き
戦
い
」
を

観
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。 

 

続
い
て
、
環
境
活
動
家
の
中
村
宗

之
さ
ん
が
、9

月
に
ド
イ
ツ
の
エ

コ
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
学
ん
で
き

た
報
告
を
し
ま
し
た
。
フ
ラ
イ
ブ

ル
グ
で
取
組
ま
れ
て
い
る
、
電
気

で7

分
ご
と
に
走
る
ト
ラ
ム
式
市

電
、
駐
車
場
付
き
住
宅
は
禁
止
で
、

公
道
は
車
で
な
く
自
転
車
が
走

る
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ
リ
ー
の
量

り
売
り
の
店
や
レ
ン
タ
ル
ウ
エ
ア

ー
の
店
、
太
陽
光
、
風
力
、
水
力
、

バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
究
極
は
電
力
会
社
を

作
っ
て
売
っ
て
い
る
と
い
う
自
治

精
神
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
平
和
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
」
で
、
「
あ
な
た
は
ど
ん
な
ま

ち
で
く
ら
し
た
い
で
す
か
」
と
、

投
げ
か
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

ミ
ニ
講
演
終
了
後
、
総
会
議
事

に
入
り
、2005

年
度
総
括
と
方

針
、
会
計
報
告
、
役
員
体
制
な
ど

を
確
認
し
て
終
了
し
ま
し
た
。
会

員
外
の
方
も
含
め
て

38

名
の
参

加
で
、
コ
ロ
ナ
前
の
忘
年
会
代
わ

り
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
も
好
評
で
し

た
。 

カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
や
っ
た
、

日
本
っ
て
遅
れ
て
い
る
ん
や
、
一

人
一
人
の
意
識
の
差
や
な
あ
、
国

の
ヤ
ル
気
の
差
、
な
ど
ド
イ
ツ
の

報
告
に
は
、
皆
さ
ん
感
じ
入
る
こ

と
大
の
様
子
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
は

10

枚
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

平
和
大
会
報
告
で
は
、
二
人
が

「
愛
知
は
車
の
ま
ち
で
は
な
く
、

軍
需
産
業
の
ま
ち
だ
っ
た
」
と
感

想
を
言
い
ま
し
た
。 

続
い
て
、
環
境
活
動
家
の
中
村
宗

之
さ
ん
が
、
９
月
に
ド
イ
ツ
の
エ

コ
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
学
ん
で
き

た
報
告
を
し
ま
し
た
。
フ
ラ
イ
ブ

ル
グ
で
取
組
ま
れ
て
い
る
、
電
気

で
７
分
ご
と
に
走
る
ト
ラ
ム
式
市

電
、
駐
車
場
付
き
住
宅
は
禁
止
で
、

公
道
は
車
で
な
く
自
転
車
が
走

る
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ
リ
ー
の
量

り
売
り
の
店
や
レ
ン
タ
ル
ウ
エ
ア

ー
の
店
、
太
陽
光
、
風
力
、
水
力
、

バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
究
極
は
電
力
会
社
を

作
っ
て
売
っ
て
い
る
と
い
う
自
治

精
神
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
平
和
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
」
で
、
「
あ
な
た
は
ど
ん
な
ま

ち
で
く
ら
し
た
い
で
す
か
」
と
、

投
げ
か
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

ミ
ニ
講
演
終
了
後
、
総
会
議
事

に
入
り
、
２０２５
年
度
総
括
と
方
針
、

会
計
報
告
、
役
員
体
制
な
ど
を
確

認
し
て
終
了
し
ま
し
た
。
会
員
外

の
方
も
含
め
て
３８
名
の
参
加
で
、

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
も
好
評
で
し
た
。 

カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
や
っ
た
、

日
本
っ
て
遅
れ
て
い
る
ん
や
、
一

人
一
人
の
意
識
の
差
や
な
あ
、
国

の
ヤ
ル
気
の
差
、
な
ど
ド
イ
ツ
の

報
告
に
は
、
皆
さ
ん
感
じ
入
る
こ

と
大
の
様
子
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
は

１
０
枚
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

名
護
市
長
選
挙
へ
の
カ
ン
パ 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

 

４１
名
の
方
か
ら
い
た
だ
い
た
カ

ン
パ
１３
万
円
と
、
寄
せ
書
き
を
第

一
段
と
し
て
沖
縄
に
送
り
ま
し
た
。 

大
阪
平
和
委
員
会
の
福
山
功
勝

さ
ん
が
１２
月
か
ら
支
援
に
行
か
れ

ま
す
。 

和
泉
平
和
の
つ
ど
い 

１１
月
２９
日 

４１
人
参
加 

１１
月
２９
日
和
泉
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
「
和
泉
平
和
の
つ

ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
安
保

破
棄
実
行
委
員
会
と
和
泉
平
和
委

員
会
の
共
催
で
、
会
場
い
っ
ぱ
い
４

１
人
の
参
加
で
し
た
。「
ト
ラ
ン
プ
・

高
市
政
権
と
『
日
米
同
盟
』
の
危
険

な
い
ま
」
と
題
し
た
小
泉
親
司
さ
ん

の
お
話
は
、
高
市
政
権
の
誕
生
で
、

ア
メ
リ
カ
に
媚
び
へ
つ
ら
い
、
急
激

に
軍
事
大
国
化
に
舵
を
切
る
日
本

の
現
状
に
つ
い
て
よ
く
解
か
る
も

の
で
し
た
。
信
太
山
駐
屯
地
の
動 

き
、
阪
口
喜
一
郎
碑
前
祭
り
の
報
告

も
あ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

会場のプリズムホールにきれいな夕陽が

移っていたので、ＹＵ君とともにパチリ。 


